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「なすことによって学ぶ」に視線が

校 長 福田 俊彦

「おはようございます。」と挨拶をする子供との出会いから始まる一日をたくさんもつこと

ができています。本校の卒業生である開進第二中学校の生徒との挨拶があります。本校の卒

業生でない生徒との挨拶もあります。出勤をする地域の方々、お子さんを幼稚園・保育園に

送る方々、散歩をされている方々との挨拶もあります。どの挨拶も心を元気にするエネルギ

ーをもっていると実感するところです。

さて、「ＴＯＫＫＡＴＵ」という言葉を聞かれたことがあるでしょうか。外来語ではありま

せん。日本から諸外国に輸出された言葉「特別活動」のことです。諸外国では、日本型の教

育が子供の成長に大きな効果があることを捉え、教育活動に「特別活動」を取り入れようと

しています。

その中でも注目されたのが清掃や給食の時間の活動です。自分たちの生活の場である学校

を、自分たちが使っている場所を自分たちできれいにする。みんなで配膳、片付けなどを進

め、楽しい時間を作り出す。それらの活動に教育的な価値を生み出していこうとしているん

です。日本の教育ではこの清掃や給食の時間を長らく取り入れてきました。でも、これは大

人の考えです。子供たちは清掃や給食の時間をどのように考えているのでしょうか。子供の

考えを知りたく、聞いてみました。

「自分たちで清掃をしたり、給食の準備をしたりすることをどう考えますか。」の質問に、

子供たちが答えます。「時間がかかることもあるけれど、自分たちですることで、将来役に立

つことがあります。」「自分一人ではできないこともみんなで助け合ってできます。」「１年生

からしてきて、めんどうだなと思うこともありました。でも、役に立つことを身に付けられ

ます。」「他の用事があってできない時、友達が代わりにしています。そんな時、次に自分が

する時のことを考えます。」「他の人が困らないようにとしようと考えます。」子供との話の中

で気付きました。学校で経験し、積み重ねてきたことが、他の場面で活用できているという

ことです。汎用力です。積み重ねてきたひとつの学びを広げていく力を子供たちはもってい

ます。きっと、諸外国は南町小学校の子供たちが感じていること、考えていることを求めて

いるようにも思えました。

南町小学校では「なすことによって学ぶ」が教育として機能していることではないでしょ

うか。学校は、学習と生活を支える活動が両輪となって、子供たちの成長に関わっていると

ころです。子供たちの生活を支えている活動について、ご家庭でも話題にしていただければ

幸いです。


